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健康企業宣言

全ての社員が仕事と生活を両立させることができ、

その能力を十分に発揮できる環境を整備して参ります。

【 健康宣言 】

「経営理念」を実践して、社会に貢献するには、社員

一人一人が心身ともに健康であることが不可欠であり、

健康でなければ、お客様の信頼を得ることはできません。

弊社は、会社の成長を支える社員と家族の心身の健康を

重要な経営資源の一つと捉え、健康維持・増進活動に対

する積極的な支援と組織的な健康づくりの推進によって、

社員がいきいきと豊かで快適・健康な社会生活と経済の

発展に貢献する会社を目指します。

モリマシナリー株式会社

代表取締役 森 郁夫



様々な効果に
関連する健康投資

定期健診の実施

各種制度の導入

健康投資

健康投資効果

健康投資施策の取組状況に
関する指標

従業員等の意識変容・行動
変容に関する指標

健康関連の最終的な目標指標

健康経営で解決したい
経営課題

食生活の改善に
関するアプリ・

情報提供

インフルエンザ
予防接種費用の

補助

禁煙プログラム
の推進

メンタルヘルス
相談窓口の設置

不健康や疾病による
生産性低下の防止

ハラスメント
相談窓口の設置

食生活に関しての
意識向上、改善

インフルエンザ予防接種の
接種率の向上

プログラム参加者割合の向上

メンタルヘルスの健康維持が
できている従業員の増加

ハラスメントの予防、対策
による当事者の減少

健全な食生活を送る
従業員等の割合の向上

仕事満足度、
生活満足度の向上

健康的な体調管理と
維持

アブセンティーイズム
(欠勤による損失)の低減
→欠勤・休業者を減らす

ワークエンゲージメント
(従業員の精神面での健康度)

の向上
→仕事へのモチベーション

を上げる

プレゼンティーイズム
(出勤による損失)の低減
→体調不良者を減らす

ストレスチェッ
クの実施

健康チャレンジ
カードの配布

自ら決めた健康課題に対しての
目標を設定し、健康意識の向上

運動習慣、健康増進活動
を習慣づけている従業員

の増加

保健指導の実施 二次健診率の向上
喫煙率の低下、
禁煙者の増加

健康データ
ベースの構築

健康経営戦略マップ



定期健診

モリマシナリー 岡山県平均 同業態全国平均

医療費/被保険者一人あたり(円)

約13万円

約18万円

約16万円

モリマシナリー 岡山県平均 同業態全国平均

メタボリックシンドローム該当率(％)

13.3％
16.8％ 16.5％

項目 2020 2021 2022 前年度比較

定期健診受診率（％） 100.0 100.0 100.0 ◎

特定保健指導実施率（初回）（％） 79.4 81.5 81.0 ○

特定保健指導対象者該当率（％） 28.9 26.2 24.7 ◎

メタボリックシンドローム該当率（％） 15.4 13.1 13.3 ○

喫煙率（％） 27.6 26.4 27.2 △

運動習慣者率（％） 21.5 18.9 24.2 ◎

定期健康診断受診率

100％

◆ 特定保健指導実施率 81.0％
同業態全国平均23.2％、岡山県平均32.3％
就業時間内での特定保健指導実施

◆ メタボリックシンドローム該当率 13.3％
  〃 予備群該当率 16.1％

◆ 運動習慣率 24.2％

◆ 定期健康診断後の精密検査受検率 66.6％



ワークライフバランスと健康意識

項目 2020 2021 2022 前年度比較

育児休業取得率（女性）（％） 100.0 100.0 100.0 ◎

年次有給休暇平均取得日数（日） 11.6 12.2 14.3 ◎

一人当たりの月平均残業時間（時間) 7.0 13.0 13.5 △

長時間労働者80時間/月超過者（人) 0 0 0 ◎

ストレスチェック受検率（％） 100 100 100 ◎

育児休業取得率（女性）

100％

◆ 平均年次有給休暇取得率 76.6％
  〃 取得日数 14.3日

◆ 平均時間外労働時間（月平均）
13.5時間

◆ 女性特有の健康課題に関する
 セミナーを役職者対象に実施

 役職者132名参加

◆ 死亡災害発生件数0件 〇女性特有の健康課題に関するセミナーの実施風景
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➢ 受動喫煙防止対策

就業時間中の禁煙・喫煙所設置

禁煙外来の受診を推進

➢ 毎日のラジオ体操の実施

➢ 自動販売機へのカロリー表示

➢ 要精密・再検査の受診勧奨

➢ ランチ時にヘルシーメニューを追加

➢ 企業献血の実施

➢ 残業時間の事前チェックによる長時間労働の防止

➢ 計画有休

  事前に年間の取得日を計画することで、6日～10日程度の取得を推奨

その他主な取り組み

〇健康に関する情報を従業員へ配信



2023年度取り組み計画

○取り組み内容○

➢ 健康意識の向上を目的とした健康チャレンジカードを全従業員へ配布。

➢ 特定保健指導を就業時間内に実施の継続。

➢ 運動習慣の定着に向けた取り組みの検討・実施。

◇メタボリックシンドローム予備群該当率の低下

【課題・背景】
メタボリックシンドローム（以下メタボ）予備群該当率が2022年度16.1％（下記表）と高い状況であった。
メタボ該当率自体は低いものの、予備群の該当者を減少させることが生活習慣病等の発生リスクの低下に
つながり、アブセンティーイズム、プレゼンティーイズムの低減、生産性低下の防止に寄与すると考える。

【2021年度】
メタボ該当率

（％）

【2022年度】
メタボ該当率

（％）

【2021年度】
メタボ予備群
該当率（％）

【2022年度】
メタボ予備群
該当率（％）

モリマシナリー 13.1 13.3 15.3 16.1

岡山支部平均 16.7 16.8 12.2 12.4

同業態全国平均 16.3 16.5 14.7 14.7

・メタボならびにメタボ予備群該当率比較表（2021～2022年度）
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